
参考（４）
病院及び有床診療所における防火・防災対策に関するチェックリスト
	医療機関名
	
	点　検 日
	　　　　年　　　月　　　日

	点　　検　　項　　目
	点検結果
○・×
	参 　考　 事　 項
【根拠法令】

	1 建築物の防火上の構造等

	
	1 増改築を行った場合には、必要な届出等がなされているか。
	
	

	16 
	2 病室等には、採光及び換気のための一定面積以上の窓が設けられているか。
	
	建築基準法第28条

· 病室は床面積の7分の1

	17 
	3 常に閉まっている状態の防火戸は、急激に閉まらない・閉まるまでに時間がかかりすぎないなど適切に作動しているか。
	
	建築基準法施行令第112条第14項

	18 
	4 煙や熱を感知して作動する（随時閉鎖）防火戸や防火シャッターは、3年以内に専門業者によって点検しているか。
	
	

	19 
	5 随時閉鎖式の防火戸及び防火シャッターが避難経路上にある際、通り抜けができるくぐり戸が設置されているか。
	
	

	20 
	6 防火戸の開く方向は、避難する方向に開くことができるか。
	
	

	21 
	7 防火戸・シャッターの閉鎖に障害となる物品を置いたり、ストッパー等で扉を固定して閉まらない状態にしていないか。
	
	消防法第8条の2の4

	22 
	8 避難階段から屋外への出口等避難用の出口に設ける戸の施錠装置は、屋内から鍵を用いず開場できる構造となっているか。
	
	建築基準法施行令第125条の2



	23 
	9 敷地内には、避難上及び消火活動上必要な幅員１．５ｍ以上の通路が道路まで確保されているか。
	
	建築基準法施行令第127条～第128条の2

	24 
	10 避難経路上に避難障害となる物品が置かれていないか。
	
	消防法第8条の2の4

	25 
	11 いずれの場所からも２方向に避難経路が設けられているか。
	
	

	26 
	12 車椅子等による避難を円滑に行うため床の段差・傾斜、溝、手すり等が適切に設置されているか。
	
	


	2 防火設備の整備と点検

	
	1 消防設備等の定期点検を実施し、不備事項があれば早急に改修しているか。
	
	消防法第17条の3の3

	
	2 消防設備等の定期点検結果は消防（署）長へ報告しているか。
	
	消防法第17条の3の3

	3 
	4 廊下や階段等に非常用の照明装置が設けられているか。
	
	建築基準法施行令第126条の4

	5 
	6 カーテン、布製ブラインド、じゆうたん等は防炎性能を有するものとしているか。
	
	消防法第8条の3



	7 
	8 消火、避難・誘導、搬送のための携帯用マイク、懐中電灯、防煙マスク、担架、車椅子等が備えられているか。
	
	

	9 
	10 消火器等の消火用の機械又は器具が備えられているか。
	
	医療法施行規則第16条第1項第16号


４０

